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カシオ計算機株式会社



本資料における業績予想及び将来の予想等に関する記述は、

 現時点で入手された情報に基づき判断した予想であり、潜在的

 なリスクや不確実性が含まれております。
従って、実際の業績は、様々な要因により、これらの業績とは

 異なることがありますことをご承知おき下さい。



連 結
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第１四半期のセグメント別概況第１四半期のセグメント別概況
②

◆大幅な増益（３２億→６１億）
コンシューマ
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・時計のブランド製品売上

・デジタルカメラの収益改善
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比率拡大による増益

・電子辞書の増収に伴う増益
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◆全品目増収で収益改善



連 結

２０１３年３月期通期決算予測２０１３年３月期通期決算予測

単位：億円

売上高
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第２四半期以降の事業展開第２四半期以降の事業展開

◆システム

④

◆時
 

計

・海外販促強化によるプロジェクター売上拡大

・新興国向け販路拡大

◆電子辞書

・高校生向け販売拡大による中国売上拡大

◆新規事業

・ブランド製品売上構成比拡大

・ＮＥＷタブレット端末投入によるＰＡ売上拡大

→Ｇ-ＳＨＯＣＫ３０周年記念販促ｲﾍﾞﾝﾄ開催（ﾆｭｰﾖｰｸ:８月）

・国内の高シェア維持



売上高

セグメント別売上・営業利益セグメント別売上・営業利益
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※コンシューマ売上計画内訳(通期）：デジタルカメラ４００億、時計１，０００億、その他９３０億
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